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第 1問 以下の問に答えよ．

1. 一定の速さで運動しているのに、加速度の大きさがゼロでないということはありうるか？

2. カーブを曲がるときに加速度がゼロであるということはありうるか？

3. カーブを曲がるときに加速度の大きさが一定ということはありうるか？

第 2問 絶壁の上から真上に投げられたボールが崖下の地面に落ちた。もし絶壁の上から同じ速さで真下に投
げたらボールが地面に落ちるときの速さは大きくなるか、小さくなるか、それとも変わらないか？

第 3問 質量M の物体 Aと質量mの物体 Bがひもでつながれて図のように配置されている。以下の問に答
えよ．

1. 物体Bが下向きに等速度運動していたとする。このときM や重力加速度 g, 角度 θのうち必要なも
のを用いてmを表せ。

2. このとき張力の大きさ T を求めよ．

3. 次に Bの代わりに物体 B’を用いて同様な実験をする。B’の質量m′はmより大きいものとする。
このとき、B’は等加速度 (大きさ a)で下向きに動いていった。aを求めよ．

4. このとき張力の大きさ T ′を求めよ．
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第 4問 講義内容や進め方についての要望や意見、苦情があれば述べよ．


